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12
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議案審議6 木
議案への質疑（委員会付託及び付

託省略）、討論、採決

平成24年12月　第360回　定例会会期日程

傍聴のご案内

沖縄市議会では、市民の皆様の生活に密着した重要な問題や課題が審議されています。本会議場で行われる議案
審議や一般質問等については、傍聴が原則可能です。市政を身近に知るために議会を傍聴してみませんか。

12/3 議案説明
定例会開会、会期の決定、議案

の提案、説明
月
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　平成24年12月第360回沖縄市議会定例会が、12月3日から12月21日までの19日間 の会期日程で開か
れました。12月定例会は平成24年度沖縄市一般会計補正予算(第4号) のほか44件の議案等が審議され
ました。
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総務、教育福祉、市民経済、建設

委員会における付託案件の審査

基地に関する調査特別委員会

月

火
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21 金

一般質問

議案審議ほか

市の行政事務についての質問
18 火

12/14 金

各委員会における審査報告及び採決委員長報告

議案審議

議案の提案、説明、議案への質疑

（委員会付託及び付託の省略）、討

論、採決

議案の提案、説明、議案への質疑

（委員会付託及び付託の省略）、討

論、採決
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一
般
質
問

 
　
今
定
例
会
の
一
般
質
問
に
つ
き
ま
し

て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
主
な
内
容
を
要

約
し
て
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
詳

し
い
内
容
は
会
議
録
を
市
立
図
書
館
、
自

治
会
事
務
所
で
ご
ら
ん
に
な
る
か
、
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
雇
用
対
策
に
つ
い
て

　

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
を
活
用

し
た「
若
年
者
就
労
等
支
援
事
業
」の
①

事
業
費
と
実
施
期
間
、②
事
業
対
象
者
と

具
体
的
内
容
、事
業
の
継
続
可
能
性
に
つ

い
て
伺
う
。ま
た
、中
学
校
を
卒
業
し
た

不
登
校
生
徒
の
動
向
が
わ
か
ら
な
く
な

る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、学
校
、教
育

委
員
会
等
が
連
携
し
た
継
続
的
な
指
導

が
効
果
的
と
の
こ
と
で
あ
り
、連
携
し
て

雇
用
、進
学
に
つ
な
い
で
い
く
方
法
は
取

れ
る
の
か
。

●
経
済
文
化
部
長

　

若
者
就
労
等
支
援
事
業
は
、若
年
無
業

者
就
労
支
援
事
業
と
若
年
雇
用
対
策
事

業
の
二
本
立
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。①
事

業
費
は
、若
年
無
業
者
就
労
等
支
援
事
業

が
約
五
百
万
円
、若
年
雇
用
対
策
事
業
が

約
六
百
万
円
で
、今
年
度
の
実
施
期
間
は

平
成
二
十
四
年
十
月
か
ら
平
成
二
十
五

年
三
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。②
若
年
無
業

者
就
労
等
支
援
事
業
は
、ニ
ー
ト
、ひ
き

こ
も
り
等
に
よ
り
就
職
が
困
難
な
中
学

校
卒
業
程
度
か
ら
お
お
む
ね
三
十
九
歳

ま
で
を
対
象
に
、社
会
的
、経
済
的
自
立

支
援
を
図
る
た
め
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
、生
活
習
慣
改
善
訓
練
や
職
業
訓
練
の

実
施
、若
年
者
の
分
析
と
集
計
を
行
い
今

後
の
若
年
者
雇
用
対
策
へ
の
活
用
を
考

え
て
い
き
ま
す
。ま
た
、若
年
者
雇
用
対

策
事
業
は
、中
学
校
卒
業
程
度
か
ら
お
お

む
ね
三
十
九
歳
ま
で
の
若
年
求
職
者
を

対
象
に
、就
労
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る

支
援
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
サ
ロ
ン
を
定

期
的
に
開
催
し
、職
業
理
解
や
就
業
意
識

を
養
う
た
め
の
自
己
分
析
等
の
強
化
を

図
る
も
の
で
す
。本
市
に
お
け
る
若
年
無

業
者（
ニ
ー
ト
）の
数
は
、平
成
二
十
二
年

国
勢
調
査
に
よ
る
と
六
百
十
三
人
と

な
っ
て
お
り
、若
年
者
に
占
め
る
比
率
は

一
･
八
六
％
で
県
平
均
の
一
･
三
八
％

を
上
回
る
状
況
で
あ
る
た
め
、ニ
ー
ト
の

実
態
把
握
や
背
景
を
分
析
し
て
今
後
の

事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、関
係
機
関
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、今
後
も
教
育
委
員
会
等

の
関
係
部
署
と
互
い
に
情
報
提
供
し
な

が
ら
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
指
導
部
長

　

②
去
る
十
二
月
の
定
例
校
長
会
で
こ

の
事
業
の
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。現
在
、対
象
者
リ
ス
ト

の
準
備
と
提
供
を
呼
び
か
け
て
お
り
、今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
･
ス
ト
ア
へ
の

A
E
D
設
置
に
つ
い
て

　

市
内
各
自
治
会
や
公
共
施
設
へ
の
自

動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
設
置

が
進
ん
で
い
る
が
、実
際
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使

用
さ
れ
救
命
に
至
っ
た
事
例
は
あ
る
か
。

現
在
、Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を
進
め
て
い
る
箇
所

は
日
中
し
か
使
え
な
い
。例
え
ば
夜
間
の

交
通
事
故
な
ど
不
測
の
事
態
の
際
に
使

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、市
民
の
安
心
･
安

全
に
一
層
つ
な
が
る
と
思
う
。市
内
各
コ

ン
ビ
ニ
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
可
能
か
。

●
消
防
長

　

昨
年
、市
体
育
館
で
運
動
中
に
倒
れ
て

心
肺
停
止
状
態
に
な
っ
た
方
が
お
ら
れ
、

現
場
に
居
合
わ
せ
た
市
民
の
方
に
よ
る

心
肺
蘇
生
と
体
育
館
に
設
置
さ
れ
た
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
活
用
で
心
拍
再
開
し
、病
院
搬
送

さ
れ
一
カ
月
後
に
は
後
遺
症
も
残
さ
ず

に
社
会
復
帰
し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、二
十
四
時
間
営
業
の
市
内
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
･
ス
ト
ア
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

に
つ
い
て
は
、緊
急
事
態
発
生
時
に
地
域

住
民
が
い
つ
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た

救
命
処
置
が
行
え
る
体
制
整
備
に
つ
な

が
り
、市
民
が
安
心
･
安
全
に
過
ご
せ
る

と
と
も
に
救
命
率
の
向
上
も
図
れ
る
こ

と
か
ら
、関
係
部
局
と
調
整
し
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
若
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

　

こ
ど
も
の
ま
ち
宣
言
を
し
て
い
る
本

市
に
こ
そ「
子
ど
も
･
若
者
育
成
支
援
推

進
法
」に
基
づ
く
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
が
、本
市
は
子
ど
も
･
若
者

の
育
成
支
援
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　

①
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
と
児
童
生
徒

の
学
力
を
め
ぐ
る
環
境
に
つ
い
て
の
分

析
に
つ
い
て
、②
ニ
ー
ト
の
実
態
把
握
と

そ
の
背
景
の
分
析
に
つ
い
て
、③
非
行
、

少
年
犯
罪
の
推
移
、県
や
保
護
観
察
所
と

の
本
市
の
連
携
に
つ
い
て
、④
夜
間
保
育

所
、夜
間
学
童
保
育
所
の
設
置
の
必
要
性

と
支
援
策
、⑤
児
童
虐
待
防
止
へ
の
現
在

の
対
応
と
県
が
未
設
置
の
情
緒
障
害
児

の
短
期
治
療
施
設
に
対
す
る
見
解
に
つ

い
て
伺
う
。⑥
法
定
の
協
議
会
設
置
を
念

頭
に
お
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が

重
要
と
考
え
る
。既
存
の
ニ
ー
ト
･
ひ
き

こ
も
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
生

か
し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
よ
う

な
組
織
の
設
置
と
、市
内
及
び
周
辺
地
域

で
ど
の
よ
う
な
支
援
や
専
門
機
関
、相
談

窓
口
が
あ
る
の
か
を
把
握
で
き
る
支
援

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
が
い
か
が
か
。

●
教
育
委
員
会
指
導
部
長

　

①
あ
く
ま
で
一
側
面
で
は
あ
る
が
、平

成
二
十
年
の
文
科
省
の
委
託
研
究
に
よ

る
と
、家
庭
の
世
帯
年
収
が
高
い
ほ
ど
子

供
は
高
学
力
で
あ
り
、ま
た
、平
成
十
九

■会議録検索システム
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年
度
か
ら
二
十
一
年
度
の
全
国
学
力
調

査
の
就
学
援
助
率
に
よ
る
分
析
で
は
、就

学
援
助
が
上
昇
す
る
ほ
ど
学
校
の
平
均

正
答
率
が
低
下
し
、学
校
が
課
題
を
抱
え

る
可
能
性
も
高
い
と
い
う
こ
と
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。③
新
聞
報
道
に
も
あ
る

よ
う
に
刑
法
犯
少
年
に
占
め
る
中
学
生

の
割
合
や
再
犯
率
、共
犯
率
、少
年
人
口

千
人
当
た
り
の
刑
法
犯
少
年
の
割
合
が
、

沖
縄
県
は
全
国
一
高
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。本
市
の
不
良
行
為
少
年
補
導
状

況
は
、年
々
増
加
し
て
お
り
、関
係
機
関

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、教
育
委
員
会
で

は
中
部
保
護
区
保
護
司
会
の
会
長
、沖
縄

警
察
署
の
少
年
課
の
課
長
等
で
構
成
す

る
沖
縄
市
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
を
年

二
回
開
催
、各
中
学
校
校
区
で
も
月
一
回

の
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
て

お
り
、各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
経
済
文
化
部
長

　

②
平
成
二
十
二
年
国
勢
調
査
で
本
市

に
お
け
る
若
年
無
業
者
、い
わ
ゆ
る
ニ
ー

ト
の
人
数
は
六
百
十
三
人
、若
年
者
に
占

め
る
比
率
は
一
･
八
六
％
で
沖
縄
県
全

体
の
一
･
三
八
％
を
上
回
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。現
在
、現
状
を
踏
ま
え

て
、本
市
で
実
施
中
の
若
年
者
就
労
等
支

援
事
業
に
お
い
て
実
態
把
握
や
背
景
を

分
析
中
で
す
。⑥
ニ
ー
ト
･
ひ
き
こ
も
り

支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
い
う
こ

と
で
、平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日
、同

年
七
月
十
三
日
、平
成
二
十
四
年
一
月
と

関
係
部
署
が
集
ま
っ
て
会
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。現
在
、実
施
中
の
ニ
ー
ト
の
状

況
分
析
等
に
お
い
て
、平
成
二
十
四
年
十

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
十
一
月
ま
で
の

利
用
者
は
述
べ
三
百
九
十
五
人
で
、事
業

実
施
で
事
例
が
挙
が
っ
て
き
て
お
り
、こ

れ
を
踏
ま
え
、今
後
、関
係
部
署
と
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
活
用
し
、情
報
の

交
換
を
行
い
な
が
ら
対
応
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
こ
ど
も
の
ま
ち
推
進
部
長

　

④
本
市
の
夜
間
保
育
園
は
、室
川
保
育

園
の
一
カ
所
で
、平
成
二
十
四
年
十
二
月

一
日
現
在
、計
五
十
四
人
が
通
園
し
て
い

ま
す
。通
園
児
の
保
護
者
の
勤
務
形
態
別

で
は
、夜
間
保
育
で
な
け
れ
ば
保
護
者
が

就
労
で
き
な
い
児
童
は
約
四
十
八
･

一
％
、入
所
時
は
夜
間
保
育
の
必
要
が

あ
っ
た
が
、現
在
は
児
童
の
環
境
の
変
化

に
配
慮
し
て
継
続
入
所
に
な
っ
て
い
る

児
童
が
約
二
十
四
･
一
％
と
な
っ
て
お

り
、現
時
点
で
は
新
た
に
設
置
す
る
ニ
ー

ズ
は
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

夜
間
学
童
保
育
所
の
設
置
に
つ
い
て
、平

成
二
十
三
年
十
月
に
市
内
三
十
六
カ
所

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、夜
間
学
童
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
る
と
回
答
し
た
ク
ラ
ブ
が

六
ク
ラ
ブ
、自
身
の
ク
ラ
ブ
で
夜
間
の
開

設
の
意
向
が
あ
る
と
回
答
し
た
ク
ラ
ブ

が
三
ク
ラ
ブ
あ
り
ま
し
た
が
、直
ち
に
開

設
に
至
る
ま
で
の
状
況
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。⑤
家
庭
児
童
相
談
室
の

設
置
に
よ
り
、相
談
員
六
人
で
業
務
を
実

施
し
て
い
ま
す
。周
知
方
法
と
し
て
は
、

一
般
市
民
等
向
け
の
講
演
会
の
開
催
、パ

ネ
ル
展
の
実
施
、啓
発
ポ
ス
タ
ー
･
周
知

カ
ー
ド
の
配
布
等
や
認
可
･
無
認
可
保

育
園
、保
育
所
、児
童
セ
ン
タ
ー
の
巡
回

に
よ
る
連
携
強
化
を
行
っ
て
い
る
状
況

で
す
。ま
た
、情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施

設
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、同
施
設
は
軽

度
の
情
緒
障
害
を
有
す
る
児
童
を
短
期

間
入
所
さ
せ
、保
護
者
の
元
か
ら
通
わ
せ

て
、そ
の
情
緒
障
害
を
治
し
、あ
わ
せ
て

退
所
し
た
者
に
つ
い
て
相
談
、そ
の
他
の

援
助
を
目
的
と
す
る
施
設
で
す
。平
成
二

十
三
年
三
月
現
在
で
、全
国
三
十
都
道
府

県
で
三
十
七
カ
所
設
置
し
て
い
る
状
況

で
す
。入
所
し
て
い
る
児
童
の
七
割
が
被

虐
待
者
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
も
出
て

お
り
、県
内
に
設
置
す
る
こ
と
は
大
変
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
生
活
保
護
行
政
の
充
実
に
つ
い
て

　

①
本
市
の
生
活
保
護
受
給
者
数
･
世

帯
数
･
急
迫
保
護
件
数
の
推
移
に
つ
い

て
、②
社
会
福
祉
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
は
何
か
。本
市

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
、そ
の
人
数

（
正
規
･
非
正
規
）、社
会
福
祉
士
等
の
資

格
保
有
者
数
、一
人
当
た
り
の
受
け
持
ち

件
数
、不
足
人
数
と
そ
の
影
響
、病
休
職

員
数
、職
員
増
員
へ
の
見
解
に
つ
い
て
、

③「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
」の
概
要

と
近
年
の
状
況
、生
活
保
護
受
給
者
を
含

め
た
待
機
者
は
何
人
か
。ま
た
、市
独
自

の
制
度
拡
充
は
可
能
か
、④
本
市
の
医
療

保
険
の
一
部
負
担
金
等（
窓
口
負
担
）の

免
除
に
つ
い
て
伺
う
。

●
健
康
福
祉
部
長

　

①
受
給
者
･
世
帯
数
の
推
移
と
し
て
、

平
成
二
十
四
年
度
は
、十
月
現
在
三
千
百

八
十
三
世
帯
･
被
保
護
人
員
四
千
三
百

九
十
三
人
で
、平
成
二
十
年
度
と
比
較
し

て
世
帯
数
で
八
百
六
十
九
世
帯
三
十

八
％
の
増
、保
護
人
員
は
千
百
三
十
六
人

三
十
五
％
の
増
で
す
。急
迫
し
た
状
況
で

の
職
権
保
護
は
、平
成
二
十
二
年
度
三

件
、平
成
二
十
三
年
度
二
件
、平
成
二
十

四
年
度
は
現
時
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。経

済
低
迷
の
影
響
と
高
齢
化
社
会
、若
年
者

の
失
業
率
の
高
さ
、核
家
族
化
等
の
理
由

か
ら
、全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
本
市
で

も
年
々
増
加
傾
向
で
、特
に
高
齢
者
世
帯

の
増
加
が
平
成
二
十
四
年
度
十
月
現
在

で
四
十
六
･
二
％
の
状
況
と
顕
著
で
あ

り
、ま
た
、障
が
い
者
世
帯
十
六
･
九
％
、

傷
病
世
帯
二
十
･
四
％
と
、世
帯
累
計
で

は
主
に
こ
の
三
種
類
が
顕
著
に
増
加
し

て
い
ま
す
。特
に
高
齢
者
世
帯
の
単
身
世

帯
が
四
十
二
･
二
％
を
占
め
、定
額
の
年

金
暮
ら
し
、単
身
の
方
が
ふ
え
て
い
る
状

況
で
す
。②
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
、訪
問

活
動
を
基
本
に
、保
護
の
要
否
と
程
度
の

判
定
の
調
査
決
定
手
続
、問
題
を
抱
え
た

人
と
の
相
談
、生
活
ニ
ー
ズ
の
把
握
、必

要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。ま
た
、対
象
者

と
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
、生
活
保
護

受
給
者
の
最
低
生
活
の
保
障
と
自
立
支

援
を
行
う
こ
と
を
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

前
宮 

美
津
子 

議
員

（



沖縄市議会だより

4

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
三
十
四
人
の
う
ち
正

規
職
員
二
十
一
人
、臨
時
職
員
三
人
、嘱

託
職
員
十
人
で
、資
格
保
有
者
に
つ
い
て

は
社
会
福
祉
士
六
人
、そ
の
他
は
社
会
福

祉
主
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
人
当
た
り

の
受
け
持
ち
は
、正
規
職
員
百
八
件
、臨

時
職
員
七
十
八
件
、嘱
託
職
員
六
十
五

件
、法
定
の
標
準
の
受
け
持
ち
件
数
は
八

十
件
で
、不
足
職
員
数
は
十
五
人
で
す
。

現
在
、病
休
職
員
は
二
人
お
り
、そ
の
補

充
と
し
て
臨
時
職
員
二
人
を
充
て
て
い

ま
す
。増
員
に
つ
い
て
は
、行
政
改
革
な

ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
で
す
が
、一

人
で
も
多
く
の
正
規
職
員
を
ふ
や
す
方

向
で
、ま
た
不
足
分
に
は
嘱
託
職
員
を
さ

ら
に
補
充
し
て
い
く
形
で
、事
務
効
率
化

も
図
り
な
が
ら
実
施
体
制
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。③
県
に

お
い
て
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
、名
称
を

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」に
変
更
し

て
い
ま
す
。県
内
で
は
、七
カ
所
の
市
町

村
、社
会
福
祉
協
議
会
が
沖
縄
県
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
の
委
託
を
受
け
、基
幹
的

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。本
市
の
社
会
福
祉
協
議
会

は
、平
成
十
一
年
か
ら
中
部
地
域
の
基
幹

的
社
協
と
し
て
、同
事
業
の
委
託
を
受
け

て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、認
知
症
な
ど

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に
対
し
て
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
の
援
助
、日
常

的
金
銭
管
理
等
の
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
い
、

在
宅
生
活
を
支
援
し
て
い
る
事
業
で
す
。

近
年
の
状
況
は
、利
用
者
･
利
用
希
望
者

は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、本
市
で

は
平
成
二
十
四
年
十
一
月
現
在
の
利
用

者
四
十
五
人
、う
ち
生
活
保
護
受
給
者
が

二
十
二
人
で
す
。ま
た
待
機
者
は
四
十
三

人
で
、う
ち
生
活
保
護
受
給
者
二
十
八
人

で
す
。今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、現
在
、

本
市
社
協
に
委
託
し
て
い
る
法
人
後
見

受
任
事
業
に
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

を
拡
充
し
て
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
権

利
擁
護
支
援
の
広
報
、啓
発
、相
談
支
援

等
を
実
施
し
、権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、こ
の
中
で
自
立
支
援
事
業
に
つ
い

て
も
拡
充
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。④
現
在
、医
療
機
関
へ
支
払
い
す
る

一
部
負
担
金
の
免
除
に
つ
い
て
は
、世
帯

主
が
お
お
む
ね
過
去
一
年
間
に
特
別
の

理
由
が
生
じ
た
場
合
、国
民
健
康
保
険

法
、条
例
等
に
基
づ
き
減
免
を
行
っ
て
い

ま
す
。平
成
二
十
四
年
十
一
月
現
在
の
状

況
は
、相
談
件
数
約
十
件
、う
ち
減
免
を

行
っ
た
件
数
は
一
件
、平
成
二
十
三
年
度

も
同
じ
件
数
で
す
。生
活
保
護
受
給
者
の

方
が
、自
立
し
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
、保
険
料
の
負
担
が
か
な
り
厳
し
い
状

況
も
出
る
と
思
い
ま
す
。こ
の
保
険
料
に

関
し
て
は
、七
割
、五
割
、二
割
の
軽
減
が

あ
り
、保
険
料
の
部
分
で
の
軽
減
も
図
っ

て
お
り
、さ
ら
に
低
所
得
者
に
つ
い
て
市

独
自
の
十
％
の
所
得
割
の
軽
減
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
沖
縄
市
の
観
光
文
化
行
政
に
つ
い
て

　

①
知
花
花
織
の
活
用
支
援
策
に
つ
い

て
、ど
う
い
う
形
で
の
活
用
か
、館
も
含

め
た
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。②
知
花

城
址
の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。③
歴

史
、史
実
を
活
用
し
て
観
光
資
源
と
す
る

た
め
、一
つ
の
観
光
の
戦
略
と
し
て
、コ

ザ
暴
動
の
史
実
が
わ
か
る
よ
う
な
も
の

を
胡
屋
十
字
路
か
ら
実
際
に
起
こ
っ
た

場
所
に
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
常
設

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

●
副
市
長

　

③
コ
ザ
と
い
う
一
つ
の
歴
史
的
な
背

景
や
文
化
を
踏
ま
え
、コ
ザ
暴
動
も
含
め

て
歴
史
の
一
つ
の
足
跡
と
し
て
、そ
れ
を

活
用
し
た
市
の
活
性
化
、ひ
い
て
は
文

化
・
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
な
と
い

う
提
案
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う

意
味
で
は
、一
括
交
付
金
の
活
用
等
に
つ

い
て
は
十
分
な
理
由
づ
け
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
の
で
、そ
れ
を
含
め
音
楽
、コ

ザ
文
化
と
い
う
形
で
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
経
済
文
化
部
長

　

①
今
年
度
、知
花
花
織
が
国
の
伝
統
的

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、商

品
の
デ
ザ
イ
ン
や
品
質
等
に
つ
い
て
多

様
化
、高
度
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
状
況
で
す
。館
に
つ
い
て
は
、今
年

度
、仮
称
で
あ
り
ま
す
が
、本
市
の
伝
統

工
芸
館
と
い
う
位
置
づ
け
で
基
本
構
想

と
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
史
実
を
観
光
誘
客
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、現

在
、沖
縄
市
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
の
中
で
推

進
会
議
が
あ
り
ま
す
の
で
、提
案
の
あ
っ

た
部
分
、活
用
で
き
る
の
か
ど
う
か
も
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
建
設
部
長

　

②
現
在
、整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、本
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
中
で
、知
花
グ
ス
ク
址
を
地
域
の
大
切

な
シ
ン
ボ
ル
空
間
と
し
、周
辺
緑
地
を
含

め
た
保
全
と
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
の
確
保

な
ど
、整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
救
命
講
習
の
普
及
に
つ
い
て

　

①
心
肺
蘇
生
法
や
自
動
体
外
式
除
細

動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使
用
法
の
市
民
普
及

に
向
け
た
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。ま
た
自
治
会
単
位
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。②
こ
の
認
定

講
習
の
実
績
は
、③
救
命
講
習
を
本
市
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
積
極
的
に
盛

り
込
む
こ
と
を
提
案
し
た
い
、そ
の
時
期

も
夏
休
み
前
と
す
る
こ
と
で
、気
を
引
き

締
め
る
意
味
で
も
、ま
た
現
場
に
居
合
わ

せ
た
際
に
救
命
率
が
高
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、さ
ら
に
自
分
た
ち
が
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
が
、学
校

高
橋 

真 

議
員

仲
宗
根 

弘 

議
員
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現
場
で
救
命
講
習
の
実
施
と
救
命
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

●
教
育
長

　
③
学
校
現
場
で
は
、教
師
が
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、消
防

署
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、定
期
的
に
実

技
研
修
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。子
供
た
ち
に
つ
い
て
は
、各
学

校
の
現
状
、ま
た
成
長
段
階
に
応
じ
て
行

え
る
よ
う
、教
育
委
員
会
を
中
心
に
教
師

へ
の
指
導
を
始
め
、校
長
会
、教
頭
会
で

も
し
っ
か
り
と
伝
え
て
学
校
現
場
に
お

ろ
し
て
、年
度
計
画
の
中
の
防
災
教
育

に
、心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
消
防
長

　
①
現
在
、実
施
要
項
に
基
づ
き
、広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
市
民
へ

の
周
知
を
行
い
な
が
ら
、毎
月
、定
例
講

習
を
実
施
し
、団
体
に
つ
い
て
は
依
頼
に

応
じ
て
日
時
、場
所
な
ど
希
望
に
沿
う
よ

う
な
形
で
行
っ
て
い
ま
す
。課
題
と
し
て

は
、A
E
D
の
設
置
が
進
む
中
、緊
急
時

に
市
民
の
方
が
使
用
で
き
る
の
か
。ま

た
、A
E
D
の
使
用
よ
り
も
大
事
な
心
肺

蘇
生
法
が
本
当
に
実
施
で
き
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。市
民

の
不
安
等
に
つ
い
て
は
、救
命
講
習
に
お

い
て
、応
急
手
当
を
行
っ
た
こ
と
で
逆
に

悪
化
す
る
の
で
は
な
い
か
、責
任
を
問
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
質
問
が

よ
く
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
つ
い
て
は
救
命

講
習
で
説
明
も
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

市
民
が
善
意
で
行
う
応
急
手
当
は
、民
事

上
、刑
事
上
の
責
任
は
問
わ
れ
る
こ
と
は

な
い
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
平
成
二
十
一
年
度
が
九
十
回
二
千
二

百
二
十
四
人
、平
成
二
十
二
年
度
が
九
十

回
二
千
五
百
十
五
人
、平
成
二
十
三
年
度

が
百
九
回
二
千
九
百
二
十
五
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。③
的
確
な
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
、市
民
、消
防
及
び
医
療
機

関
の
救
命
リ
レ
ー
が
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。教
育
委
員
会
を
始

め
、関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
今
後
と

も
講
習
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
市
民
部
長

　
①
平
成
二
十
三
年
度
に
二
十
八
自
治

会
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。未
設

置
の
九
自
治
会
に
つ
い
て
も
、設
置
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、今
年
度
で
す
べ

て
の
自
治
会
に
設
置
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ
い

て
は
、設
置
時
に
使
用
説
明
を
実
施
し
て

い
ま
す
。ま
た
講
習
未
実
施
の
自
治
会
に

つ
い
て
も
、今
後
、消
防
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
講
習
会
の
実
施
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
し
て
終
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
で

き
る
状
況
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
お
り
、消
防
と
連
携
し
て
各
自
治

会
に
お
い
て
講
習
会
の
実
施
等
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
指
導
部
長

　
③
現
在
、各
学
校
の
事
業
と
し
て
実
施

し
て
お
り
、本
年
度
は
、心
肺
蘇
生
に
つ

い
て
講
師
を
招
聘
し
、講
習
会
を
実
施
し

た
小
学
校
が
二
校
あ
り
、中
学
校
で
は
、

保
健
体
育
の
授
業
で
救
急
救
命
を
学
習

し
て
い
ま
す
。今
後
、特
に
心
肺
蘇
生
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、成
長
の
過
程
や
発

達
に
応
じ
て
段
階
的
に
指
導
を
行
い
た

い
と
考
え
て
お
り
、消
防
署
と
の
連
携
も

図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て

　
沖
縄
県
教
育
庁
が
平
成
二
十
四
年
十

一
月
二
十
六
日
か
ら
県
内
全
六
地
区
の

給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
十
四
カ
所
で
給
食

の
放
射
線
調
査
を
実
施
す
る
と
公
表
し

た
件
に
つ
い
て
、①
本
市
で
も
調
査
を
実

施
し
た
の
か
、②
ど
う
い
っ
た
調
査
内
容

で
あ
っ
た
の
か
、ま
た
③
結
果
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。今
後
、市
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
を
独
自
に
行
う
予
定
は
あ
る
の
か
。

●
教
育
委
員
会
指
導
部
長

　
①
本
市
で
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
第

一
調
理
場
が
調
査
対
象
と
な
り
、平
成
二

十
四
年
十
二
月
三
日
に
第
一
回
目
の
収

集
調
査
物
の
引
き
渡
し
が
終
わ
っ
て
い

ま
す
。調
査
は
今
年
度
全
四
回
を
予
定
し

て
お
り
、今
年
度
で
終
了
の
予
定
で
す
。

②
調
査
内
容
は
、学
校
給
食
の
一
食
分
の

食
材
の
一
週
間
分
を
一
回
と
し
、こ
れ
を

県
の
委
託
検
査
機
関
で
あ
る
沖
縄
県
環

境
科
学
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ゲ
ル
マ
ニ

ウ
ム
半
導
体
検
出
器
を
用
い
セ
シ
ウ
ム

一
三
四
、セ
シ
ウ
ム
一
三
七
を
測
定
し
ま

す
。③
第
一
回
目
の
結
果
は
、沖
縄
県
教

育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。本
市
を
含
め
、検
査
対
象

調
理
場
か
ら
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。給
食
に
つ
い
て
は
一
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
た
り
二
十
ベ
ク
レ
ル
、牛
乳
は

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
十
ベ
ク
レ
ル
の

検
出
下
限
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、結
果
の
公
表
に
つ
い
て
は
今
後
、本

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。市
独
自
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
に
つ
い
て
は
、国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
の
事
業
で
、シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
測
定
機
器
を
借
用
で

き
た
た
め
、平
成
二
十
五
年
度
以
降
に
学

校
給
食
の
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検

査
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
市
役
所
庁
舎
の
利
便
性
向
上
に
つ
い

て　
①
市
役
所
の
市
民
駐
車
場
の
障
が
い

者
用
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、駐
車
台
数
は

不
足
し
て
い
な
い
か
。②
障
が
い
者
ス

ペ
ー
ス
か
ら
役
所
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま

で
の
動
線
に
つ
い
て
、通
路
が
狭
く
問
題

が
あ
る
と
思
う
。庁
舎
正
面
の
ベ
ン
チ
の

ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
て
平
ら
に
す
る
こ
と

で
、人
が
通
れ
る
大
き
な
間
口
に
す
る
な

ど
通
路
の
拡
大
は
可
能
か
。③
庁
舎
西
側

の
入
り
口
は
、当
初
は
関
係
者
が
出
入
り

桑
江 

直
哉 

議
員

新
里 

治
利 

議
員
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す
る
こ
と
を
想
定
し
て
つ
く
ら
れ
た
と

思
う
。急
な
階
段
を
上
が
り
、ド
ア
を
開

け
て
通
行
す
る
が
、高
齢
者
の
方
が
ド
ア

を
開
け
て
人
を
通
し
た
り
、き
つ
そ
う
に

上
り
下
り
し
て
い
る
の
も
見
受
け
ら
れ

る
。立
体
駐
車
場
が
で
き
た
こ
と
で
、そ

の
入
り
口
の
交
通
量
が
ふ
え
て
い
る
た

め
、こ
こ
は
自
動
ド
ア
に
す
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
か
。

●
総
務
部
長

　

①
身
障
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
に
よ
る
と
、全
体
の
駐
車
台

数
の
二
％
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
基
準
に
よ
る
と
市

民
駐
車
場
は
四
台
と
な
り
ま
す
が
、五
台

を
設
け
て
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
再
度
検
証
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。②
身
障
者
駐
車
場
か
ら

庁
舎
を
結
ぶ
通
路
の
幅
に
つ
い
て
は
、こ

れ
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
義
務
づ
け
が

さ
れ
て
お
り
、一
メ
ー
ト
ル
二
十
セ
ン
チ

以
上
、好
ま
し
い
レ
ベ
ル
と
し
て
一
メ
ー

ト
ル
八
十
セ
ン
チ
以
上
の
二
段
階
あ
り

ま
す
。本
市
の
身
障
者
用
の
駐
車
場
と
庁

舎
を
結
ぶ
通
路
は
一
メ
ー
ト
ル
八
十
セ

ン
チ
を
確
保
し
て
お
り
、一
般
の
通
行
、

車
い
す
利
用
者
に
配
慮
し
た
幅
員
の
確

保
は
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。③

立
体
駐
車
場
か
ら
入
る
庁
舎
西
側
の
入

り
口
は
、急
な
階
段
で
高
齢
者
に
は
少
し

厳
し
い
か
と
思
い
ま
す
。立
体
駐
車
場
を

設
け
た
た
め
、こ
の
入
り
口
の
利
用
も
多

く
な
っ
て
い
る
の
で
、自
動
ド
ア
に
つ
い

て
設
置
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
公
有
地
の
管
理
に
つ
い
て

　

沖
縄
市
東
部
地
域
の
旧
海
中
道
路
跡

地
は
、管
理
の
さ
れ
て
い
な
い
駐
車
場
で

あ
っ
た
り
、コ
ン
テ
ナ
や
プ
レ
ハ
ブ
、資

材
が
放
置
さ
れ
、果
て
は
フ
ェ
ン
ス
を
外

し
土
砂
を
投
入
し
て
水
路
を
埋
め
て
畑

を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

①
市
道
美
里
工
業
高
校
線
と
国
税
庁
西

側
線
が
合
す
る
地
点
付
近
で
、道
路
の

フ
ェ
ン
ス
が
外
さ
れ
、大
量
の
土
砂
が
投

入
さ
れ
て
も
気
が
つ
か
な
い
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
、公
有
地
の
管
理
が
ず

さ
ん
で
あ
る
と
思
う
。パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
て
ほ
し
い
。②
旧
海
中
道
路
か
ら
う

る
ま
市
境
界
に
至
る
公
有
地
が
占
拠
さ

れ
て
い
る
部
分
は
、個
人
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。ま
た
、海
岸
や
公
園
に
小
屋
を
つ

く
り
生
活
を
す
る
者
も
近
年
、本
市
だ
け

で
目
に
つ
く
現
状
で
あ
る
。こ
れ
は
旧
海

中
道
路
跡
の
不
法
占
拠
が
長
年
放
置
さ

れ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。フ
ェ
ン
ス
な

ど
も
盗
難
に
遭
っ
て
い
る
状
況
も
含
め
、

法
的
に
強
硬
な
措
置
が
必
要
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
見
解
を
伺

う
。

●
建
設
部
長

　

①
②
指
摘
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、市
民

か
ら
情
報
を
い
た
だ
き
、フ
ェ
ン
ス
や

「
こ
の
敷
地
は
沖
縄
市
下
水
道
用
地
の
た

め
、不
法
占
用
を
禁
ず
る
」と
い
う
看
板

等
を
設
置
し
て
指
導
し
て
お
り
、プ
レ
ハ

ブ
に
つ
い
て
は
現
在
、撤
去
さ
せ
て
い
ま

す
。土
砂
に
つ
い
て
も
撤
去
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、最
終
的
に
占
用
物
が

撤
去
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、法
的
な
措

置
も
視
野
に
入
れ
て
対
応
し
な
い
と
い

け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、フ
ェ

ン
ス
が
盗
難
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
見
回
り
を
強
化
し
て
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社

会
形
成
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
中
、家
電
製
品
、産
業
廃
棄
物
等
の
不

法
投
棄
は
全
国
的
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。本
市
で
も
通
報
の
た
び
に
職
員

が
撤
去
作
業
に
大
変
苦
労
し
て
お
り
、ま

た
、地
域
住
民
が
立
て
看
板
等
で
防
止
策

を
講
じ
て
い
る
が
限
界
が
あ
る
。そ
こ

で
、①
本
市
の
不
法
投
棄
の
現
状
に
つ
い

て
、特
に
不
法
投
棄
が
著
し
く
、重
点
地

点
と
認
識
し
て
い
る
場
所
と
廃
棄
物
等

の
状
況
に
つ
い
て
、②
不
法
投
棄
の
防
止

に
は
、各
地
域
の
ク
リ
ー
ン
指
導
員
の
活

動
が
重
要
と
考
え
る
が
、活
動
が
十
分
成

し
得
る
定
数
と
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

ま
た
、③
不
法
投
棄
は
早
期
に
発
見
し
、

規
模
が
小
さ
い
う
ち
の
対
応
が
肝
心
で

あ
る
。こ
の
監
視
体
制
の
充
実
、強
化
の

た
め
、監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
の

見
解
と
、県
内
の
カ
メ
ラ
設
置
状
況
を
伺

い
た
い
。

●
市
民
部
長

　

①
不
法
投
棄
は
、人
目
に
つ
き
に
く
い

場
所
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
り
、住
宅
地

で
も
敷
地
内
へ
の
不
法
投
棄
が
行
わ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。重
点
地
区
は
市

内
八
カ
所
で
、市
道
知
花
三
十
八
号
線
、

沖
縄
職
業
能
力
開
発
大
学
周
辺
、沖
縄
自

動
車
道
沖
縄
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
後

ろ
の
市
道
、古
謝
の
斜
面
地
と
農
道
、尚

宣
威
王
の
墓
周
辺
、八
重
島
地
域
の
比
謝

川
周
辺
、県
企
業
局
の
調
整
池
付
近
の
道

路
と
な
っ
て
お
り
、定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
や
看
板
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。同

地
区
で
は
、廃
家
電
、家
具
等
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
投
棄
さ
れ
て
お
り
、最
も
量
の

多
い
場
所
で
は
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
数

ト
ン
単
位
に
な
り
ま
す
。②
地
域
の
自
治

会
長
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、市
長
か
ら
委

嘱
さ
れ
る
ク
リ
ー
ン
指
導
員
の
定
員
は

百
十
人
で
、現
在
百
四
人
の
方
に
活
動
し

て
い
た
だ
き
、不
法
投
棄
、分
別
指
導
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
だ
い

な
い
自
治
会
に
つ
い
て
も
、お
願
い
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。③
監
視
カ
メ
ラ
に

つ
い
て
は
、抑
止
効
果
と
し
て
一
定
の
効

果
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、設
置

し
た
カ
メ
ラ
が
破
壊
さ
れ
た
場
合
等
の

課
題
が
あ
り
、今
後
、監
視
カ
メ
ラ
の
設

置
も
含
め
て
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。現
在
、石
垣
市
、宮
古
島

市
、南
風
原
町
で
は
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

普
久
原 

朝
健 

議
員

喜
納 

勝
範 

議
員



沖縄市議会だより

7

　「
優
良
事
業
所
表
彰
制
度
」に
つ
い
て

　
本
市
発
注
の
建
設
工
事
関
連
の
優
良

施
工
実
績
に
対
し
、優
良
事
業
所
表
彰
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
は
、市
内
建
設
関
係

事
業
所
の
育
成
や
支
援
の
た
め
に
有
益

と
考
え
る
。県
土
建
部
一
般
競
争
入
札
に

お
け
る「
総
合
評
価
方
式
」に
お
い
て
も
、

入
札
金
額
が
同
じ
場
合
は
、評
価
点
が
一

点
で
も
多
い
建
設
業
者
が
落
札
す
る
。県

で
は
こ
の
表
彰
制
度
に
よ
っ
て
国
、県
か

ら
表
彰
を
受
け
た
業
者
が
五
点
、市
町
村

が
二
･
五
点
、落
札
価
格
で
言
う
と
百
万

円
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
で
点
数
に
影
響
が
あ

り
、一
般
競
争
入
札
に
お
い
て
有
利
に
な

る
。優
良
事
業
所
表
彰
制
度
の
な
い
本
市

の
建
設
業
者
は
不
利
に
な
る
。ま
た
、点

数
を
加
え
る
だ
け
で
は
な
く
、真
の
意
味

は
建
設
業
者
の
技
術
力
や
工
事
の
精
度
、

建
設
業
者
を
育
成
す
る
と
い
う
意
味
で

も
大
変
有
益
な
も
の
で
あ
り
、表
彰
制
度

の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。①「
総
合
評

価
方
式
」に
お
け
る
具
体
的
な
内
容
、②

県
内
で
は
ど
こ
の
自
治
体
が
表
彰
制
度

を
設
け
て
い
る
か
、③
優
良
事
業
所
表
彰

制
度
に
つ
い
て
は
、数
年
前
か
ら
検
討
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、現
在
の
状
況
、今
後

ど
う
い
う
方
向
で
検
討
し
て
い
る
か
を

伺
い
た
い
。

●
総
務
部
長

　
①
総
合
評
価
方
式
は
、建
設
工
事
の
発

注
等
で
入
札
を
行
う
際
に
、業
者
か
ら
提

示
さ
れ
た
価
格
だ
け
で
は
な
く
、あ
ら
か

じ
め
設
定
し
た
評
価
項
目
も
勘
案
し
、総

合
的
に
評
価
し
て
落
札
者
を
決
定
す
る

制
度
で
す
。県
が
発
注
す
る
五
千
万
円
以

上
の
工
事
に
つ
い
て
は
、原
則
、総
合
評

価
に
よ
る
一
般
競
争
入
札
で
行
わ
れ
て

お
り
、そ
の
評
価
項
目
は
施
工
計
画
、施

工
実
績
等
に
よ
る
企
業
の
技
術
力
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績
等
、地
域
貢
献

度
等
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、そ
の
企
業
の
技
術
力
の
中
で
、県

内
市
町
村
に
お
い
て
優
良
建
設
業
者
・
技

術
者
表
彰
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
業
者
に

対
し
て
評
価
加
点
が
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。②
県
内
で
表
彰
制
度
を
設
け
て
い
る

自
治
体
は
、那
覇
市
、糸
満
市
、う
る
ま
市

の
三
市
で
す
。③
表
彰
制
度
の
対
象
基
準

と
な
る
工
事
成
績
評
価
を
よ
り
透
明
性

の
高
い
客
観
的
に
説
明
が
可
能
な
評
定

方
式
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、現

在
、関
連
部
局
と
の
問
題
点
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
お
り
、試
行
期
間
を
設
け
な

が
ら
、平
成
二
十
五
年
度
か
ら
の
実
施
予

定
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
東
部
海
浜
開
発
事
業
に
つ
い
て

　
①
埋
立
地
の
土
砂
は
ど
こ
か
ら
採
取

ま
た
は
購
入
す
る
の
か
。当
初
計
画
で

は
、東
部
海
浜
開
発
事
業
地
区
を
新
港
地

区
埠
頭
の
整
備
の
た
め
の
し
ゅ
ん
せ
つ

土
砂
の
処
分
場
と
し
て
位
置
づ
け
、土
砂

の
有
効
活
用
で
埋
立
事
業
が
動
き
出
し

た
の
で
は
な
い
か
。所
期
の
目
的
と
合
理

性
が
欠
如
し
て
い
な
い
か
。②
平
成
二
十

年
〜
二
十
四
年
の
間
の
企
業
誘
致
の
進

捗
状
況
は
。③
本
事
業
完
成
年
度（
目
標
）

の
沖
縄
県
入
域
観
光
客
数
を
推
計
式
か

ら
八
百
五
十
万
人
と
し
た
根
拠
、理
由

は
。④
推
計
と
予
測
に
つ
い
て
、入
域
観

光
客
数
は
実
績
を
も
と
に
算
定
し
て
お

り
、推
計
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

伺
う
。⑤
国
へ
の
申
請
書
か
ら
見
え
る
平

成
三
十
年
の
本
市
の
入
域
観
光
客
数
の

推
計
値
に
つ
い
て
伺
う
。⑥
沖
縄
市
立
寄

率
の
算
出
方
法
と
数
値
を
伺
う
。⑦
東
部

海
浜
開
発
地
区
の
立
寄
率
の
算
出
方
法

と
数
値
は
幾
ら
か
。⑧
産
業
連
関
表
分
析

を
行
っ
た
も
と
と
な
る
就
業
者
数
、最
終

需
要
で
あ
る
生
産
額
、波
及
効
果
は
そ
れ

ぞ
れ
幾
ら
か
。

●
建
設
部
参
事

　
①
埋
立
変
更
図
書
に
よ
る
と
、し
ゅ
ん

せ
つ
土
砂
は
、新
港
地
区
と
泡
瀬
地
区
の

二
カ
所
が
示
さ
れ
、購
入
土
砂
は
新
港
地

区
の
海
砂
陸
揚
げ
ヤ
ー
ド
か
ら
と
な
っ

て
お
り
、公
共
残
土
は
、北
中
城
村
内
よ

り
発
生
す
る
公
共
残
土
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、当
初
計
画
で
は
、新
港
地
区
、

泡
瀬
地
区
か
ら
発
生
す
る
し
ゅ
ん
せ
つ

土
砂
を
整
地
の
た
め
の
土
砂
と
す
る
計

画
と
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
、購
入
土

砂
を
計
画
し
て
い
る
の
は
、泡
瀬
地
区
の

規
模
縮
小
に
伴
い
、整
地
の
た
め
の
良
質

な
し
ゅ
ん
せ
つ
土
を
有
効
活
用
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
、購
入
土
砂
を
用
い
る
こ

と
に
よ
り
、計
画
地
盤
高
ま
で
仕
上
げ
る

計
画
と
し
て
変
更
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。し
た
が
い
ま
し
て
、国
の
港
湾
整
備

を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
に
何
ら
変
更

は
な
く
、東
埠
頭
整
備
の
合
理
性
も
当
初

と
変
わ
り
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。②
企

業
誘
致
に
つ
い
て
は
、現
在
、関
係
部
署

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、企
業
等
に
対
し
て
も
情
報

発
信
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今

後
、市
長
を
先
頭
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
う
な
ど
、埋
め
立
て
後
の
企
業
誘
致
が

円
滑
に
図
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。③
沖
縄
県
へ
の

入
域
観
光
客
に
つ
い
て
は
、平
成
二
十
年

版
観
光
要
覧
を
基
礎
資
料
と
し
て
、昭
和

六
十
一
年
か
ら
平
成
二
十
年
ま
で
の
沖

縄
県
入
域
観
光
客
の
推
移
か
ら
平
成
三

十
年
の
県
入
域
観
光
客
数
を
ト
レ
ン
ド

に
よ
り
推
計
し
、約
八
百
五
十
万
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、沖
縄
県
が
入

域
観
光
客
数
目
標
値
を
千
万
人
と
し
て

い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、八
百
五
十
万

人
に
つ
い
て
は
堅
実
な
数
値
で
あ
り
、ま

た
、入
域
観
光
客
数
や
周
辺
人
口
推
計
よ

り
算
出
し
た
延
べ
需
要
四
百
十
五
万
人

の
八
割
の
三
百
二
十
七
万
人
を
供
給
量

と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
か
た
め

の
需
要
予
測
を
行
っ
て
お
り
、妥
当
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。④
推
計
と
は
計
算

に
よ
っ
て
推
定
す
る
こ
と
、予
測
と
は
あ

ら
か
じ
め
推
測
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。特
に
使
い
分
け
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、入
域
観
光
客
数
は
実
績
を
も
と
に
算

定
し
て
い
ま
す
の
で
、推
計
で
あ
る
と
考

花
城 

貞
光 

議
員

池
原 

秀
明 

議
員
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え
て
い
ま
す
。⑤
平
成
三
十
年
の
本
市
へ

の
入
域
観
光
客
数
は
、県
入
域
観
光
客
数

八
百
五
十
万
人
に
中
部
地
域
立
寄
率
、沖

縄
市
立
寄
率
を
掛
け
た
も
の
と
、中
部
東

海
岸
立
寄
率
、沖
縄
市
立
寄
率
を
掛
け
た

も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
て
、そ
の
値
を
平

均
し
て
沖
縄
市
入
域
観
光
客
を
約
六
十

八
万
人
と
し
て
い
ま
す
。⑥
沖
縄
市
立
寄

率
は
、土
地
利
用
計
画
市
案
に
お
け
る
平

成
三
十
年
の
本
市
へ
の
入
域
観
光
客
数

を
推
計
す
る
た
め
、平
成
十
六
年
度
の
沖

縄
県
観
光
統
計
実
態
調
査
を
も
と
に
算

出
し
た
も
の
で
す
。中
部
東
海
岸
地
域
及

び
中
部
地
域
へ
の
入
域
観
光
客
が
本
市

を
訪
れ
る
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
算
出
し
て

い
ま
す
。中
部
東
海
岸
か
ら
の
本
市
へ
の

立
寄
率
は
六
十
一
％
、中
部
地
域
か
ら
の

本
市
へ
の
立
寄
率
は
十
九
･
二
％
を
算

出
し
て
い
ま
す
。⑦
東
部
海
浜
開
発
地
区

へ
の
立
寄
率
は
、平
成
十
八
年
度
の
県
観

光
統
計
実
態
調
査
に
記
載
さ
れ
て
い
る

観
光
客
が
海
、ビ
ー
チ
、海
浜
リ
ゾ
ー
ト

を
訪
れ
た
割
合
の
過
去
三
回
の
平
均
値

で
あ
り
、約
六
十
％
で
す
。⑧
稼
働
時
の

経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
、産
業
連
関
分

析
を
行
っ
た
も
と
と
な
る
島
内
の
就
業

者
数
は
、事
例
等
に
よ
り
千
四
百
四
十
七

人
、最
終
需
要
で
あ
る
生
産
額
は
約
八
十

六
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
数
値
を

も
と
に
産
業
連
関
分
析
を
行
う
と
、経
済

波
及
効
果
と
し
て
生
産
誘
発
額
を
約
百

三
十
七
億
円
、雇
用
所
得
誘
発
額
を
約
四

十
八
億
円
、営
業
余
剰
誘
発
額
を
約
十
七

億
円
、就
業
誘
発
者
数
を
千
九
百
六
十
一

人
、税
収
増
加
額
が
個
人
で
〇
･
六
億

円
、法
人
で
約
〇
･
二
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

交
通
行
政（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
）に
つ
い
て

　

今
回
、国
か
ら
の
調
査
予
算
も
つ
い
て

本
格
的
に
沖
縄
県
に
も
近
い
将
来
、

L
R
T
の
実
現
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
る
。沖
縄
県
民
は
、ほ

と
ん
ど
が
自
家
用
車
で
他
の
交
通
機
関

を
利
用
す
る
習
慣
が
な
く
、な
ぜ
電
車
が

良
い
の
か
、メ
リ
ッ
ト
は
何
か
、そ
の
必

要
性
等
を
県
民
が
共
有
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
。本
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に

つ
い
て
の
考
え
方
、取
り
組
み
、他
市
と

の
連
携
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
伺
う
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、市
民
団
体
か
ら
大

き
な
運
動
が
あ
り
、最
初
の
情
報
発
信
は

本
市
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
う
。や
は
り
、

本
市
が
先
導
し
て
こ
れ
に
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。す
ば
ら
し

い
講
師
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
次
年
度
、

ぜ
ひ
講
演
会
を
企
画
す
る
こ
と
を
要
望

し
た
い
。

●
企
画
部
長

　

ま
ず
は
国
、県
が
先
導
的
に
計
画
や
方

向
性
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
現
在
、基
礎

調
査
や
可
能
性
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
調
査
が
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て

い
く
中
で
、例
え
ば
通
過
ル
ー
ト
や
駅
の

位
置
、市
民
や
県
民
の
意
向
調
査
等
、市

町
村
と
の
か
か
わ
り
が
求
め
ら
れ
て
く

る
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
、隣
接
市
町

村
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、広
域
的

な
視
点
か
ら
市
町
村
と
の
か
か
わ
り
方

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
市
の
教
育
現
場
の
実
態
に
つ
い
て

　

①
最
近
、学
校
に
お
い
て
、「
気
に
な
る

子
」や
Ｌ
Ｄ
、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

症
候
群
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
。こ
れ

は
ど
の
よ
う
な
状
態
の
子
の
こ
と
を
い

う
の
か
。②
本
市
に
気
に
な
る
子
は
何
人

で
、そ
の
対
応
は
だ
れ
が
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。③
特
別
支
援
教
育
補

助
者
の
仕
事
内
容
、ど
の
よ
う
な
子
供
が

補
助
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
。④
本
市

に
は
補
助
者
は
何
人
い
る
の
か
、人
員
は

足
り
て
い
る
の
か
。⑤
年
々
、発
達
障
が

い
の
子
供
、ま
た
子
供
の
こ
と
に
無
関
心

な
親
が
ふ
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。何

も
か
も
先
生
任
せ
で
は
、余
裕
が
な
く
な

り
、先
生
方
は
ど
う
子
供
た
ち
と
向
き

合
っ
て
い
く
の
か
。そ
う
い
っ
た
フ
ォ

ロ
ー
は
教
育
委
員
会
が
行
う
べ
き
で
は

な
い
の
か
。特
別
支
援
教
育
補
助
者
は
、

あ
と
何
人
必
要
か
。⑥
幼
稚
園
か
ら
早
期

に
補
助
者
を
つ
け
て
対
応
す
る
と
、高
学

年
に
進
む
に
つ
れ
て
治
っ
て
い
く
の
か
。

⑦
特
別
支
援
教
育
補
助
員
を
ふ
や
す
こ

と
は
可
能
か
。

●
市　

長

　

⑦
で
き
る
だ
け
早
く
気
づ
き
、親
と
一

緒
に
な
っ
て
学
校
の
現
場
で
も
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。教
育
委
員
会
と
も
し
っ
か
り
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
、前
向
き
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

●
教
育
長

　

⑦
現
在
、百
人
以
上
の
子
供
た
ち
が
い

て
二
十
七
人
で
対
応
し
て
い
ま
す
。予
算

が
関
係
し
ま
す
の
で
、関
係
部
局
と
も
相

談
を
し
な
が
ら
増
員
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
指
導
部
長

　

①
気
に
な
る
子
と
は
、通
常
、普
通
学

級
に
在
籍
し
て
お
り
、知
的
な
お
く
れ
は

な
い
が
発
達
障
が
い
の
た
め
に
学
習
に

困
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
こ
と
を
呼
ん

で
い
ま
す
。大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
、

学
習
に
困
難
を
示
し
て
い
る
子
を
Ｌ
Ｄ
、

注
意
力
の
欠
如
、衝
動
性
な
ど
を
特
徴
と

す
る
注
意
欠
乏
多
動
性
障
害
の
子
を

A
D
H
D
と
呼
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
は
、知
的
発
達
に
障

が
い
は
な
い
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
障
害
、こ
だ
わ
り
や
限
定
さ
れ
た
も
の

だ
け
に
興
味
を
持
つ
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
障
害
に
含
ま
れ
ま
す
。②
小
学
校
で

八
十
七
人
、中
学
校
で
十
七
人
計
百
四
人

の
児
童
生
徒
が
お
り
、教
育
委
員
会
で

は
、補
助
者
申
請
の
あ
っ
た
学
校
に
特
別

支
援
教
育
補
助
者
を
配
置
し
、い
ろ
い
ろ

な
症
例
を
持
つ
子
供
た
ち
へ
の
対
応
の

仕
方
も
研
修
さ
せ
て
い
ま
す
。関
係
機
関

与
那
嶺 

克
枝 

議
員

喜
友
名 

朝
彦 

議
員



沖縄市議会だより

9

と
連
携
し
て
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

学
校
や
学
級
担
任
が
子
供
た
ち
の
症
例

を
実
情
把
握
し
、座
席
の
位
置
を
教
師
ま

た
は
支
援
員
の
近
く
に
す
る
な
ど
の
形

で
行
っ
て
い
ま
す
。③
仕
事
内
容
と
し
て

授
業
の
中
で
の
学
習
支
援
、学
習
活
動
や

教
室
間
移
動
に
お
け
る
介
助
や
支
援
等
、

児
童
生
徒
の
健
康
と
安
全
確
保
、運
動
会

等
の
学
校
行
事
に
お
け
る
補
助
等
を
行

い
、常
に
気
を
配
り
、い
い
環
境
、状
態
の

中
で
学
習
が
で
き
る
よ
う
支
援
に
努
め

て
い
ま
す
。④
現
在
、特
別
支
援
教
育
補

助
者
は
二
十
七
人
お
り
、六
十
人
の
児
童

生
徒
に
対
応
し
て
い
ま
す
。小
学
校
が
四

十
七
人
、中
学
校
が
十
三
人
で
、障
が
い

の
程
度
に
応
じ
て
、週
二
回
か
ら
三
回
、

一
人
の
補
助
者
で
二
、三
人
に
対
応
し
て

い
る
現
状
で
す
。人
員
的
に
は
十
分
で
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。残
り
の
四
十
四
人

に
つ
い
て
は
、学
校
の
管
理
職
、担
任
外

の
教
師
、養
護
教
諭
の
方
が
支
援
す
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。常
に
学
級
同
士

が
連
携
を
し
て
い
ま
す
の
で
、先
生
方
に

お
い
て
も
常
に
気
を
つ
け
る
よ
う
心
が

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。⑤
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、最
低
で
も
二
、三
人
に
一
人

の
割
合
で
つ
け
た
い
と
考
え
て
お
り
、関

係
部
局
と
も
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。早
期
の
対
応
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、幼
稚
園
を
担
当
す
る

こ
ど
も
の
ま
ち
推
進
部
と
も
連
携
し
て
、

そ
う
い
っ
た
子
供
た
ち
に
幼
児
期
か
ら

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
今
後
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
そ
の
子
供
た
ち
の
症
状
が
す
ぐ
に
よ

く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、適
切

な
早
期
支
援
に
よ
り
、こ
の
子
供
が
抱
え

て
い
る
こ
と
が
何
か
、ど
う
い
っ
た
支
援

が
一
番
良
い
方
向
に
伸
び
る
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
教
師
が
理
解
で
き
、適

切
な
学
び
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
市
の
里
道
の
概
況
に
つ
い
て

　
里
道
の
所
管
、管
理
は
、道
路
法
の
適

用
が
な
い
た
め
、役
所
の
ど
の
部
門
が

行
っ
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
。各
市

町
村
の
役
所
、役
場
の
窓
口
に
問
い
合
わ

せ
て
確
認
を
と
る
こ
と
が
必
要
に
な
る

と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
、一
般
の
人
に

は
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
と
思
う
。①
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付

金
事
業
で「
里
道
の
境
界
確
定
復
元
事

業
」が
認
め
ら
れ
た
が
、業
務
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。ま
た
、②
住
宅
の
新

築
で
敷
地
内
に
里
道
が
あ
り
、そ
の
購
入

を
行
い
た
い
と
の
相
談
を
受
け
て
手
続

を
進
め
た
が
、土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

筆
界
確
認
の
費
用
に
か
な
り
の
金
額
が

か
か
り
、隣
接
地
主
、自
治
会
長
の
同
意

な
ど
複
雑
で
あ
っ
た
。こ
れ
を
簡
素
化
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、ま
た
、毎
年
八

月
に
行
わ
れ
る
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
と

同
時
に
里
道
月
間
を
つ
く
れ
な
い
か
。

●
建
設
部
長

　
①
②（
一
括
答
弁
）住
宅
の
敷
地
内
の

里
道
に
つ
い
て
は
、沖
縄
市
法
定
外
公
共

物
管
理
条
例
に
基
づ
き
、里
道
の
占
用
や

用
途
廃
止
の
手
続
を
行
っ
て
お
り
、市
民

が
土
地
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、里

道
の
占
用
や
用
途
廃
止
の
手
続
に
つ
い

て
は
、売
却
に
伴
う
土
地
の
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
点
か
ら
、隣
接
地
主
、そ
れ
か
ら

地
元
自
治
会
な
ど
の
利
害
関
係
人
の
同

意
が
必
要
で
す
。毎
年
八
月
に
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、里
道

に
つ
い
て
も
道
路
課
の
窓
口
で
相
談
の

案
内
表
示
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
市
の
広
報
の
拡
充
に
つ
い
て

　
市
の
広
報
や
案
内
、ま
た
、役
所
一
階

ロ
ビ
ー
で
や
っ
て
い
る
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

コ
ン
サ
ー
ト
や
ミ
ニ
健
康
展
等
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し

て
は
ど
う
か
。既
に
、市
の
案
内
等
を
配

信
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、大
変
好
評

を
博
し
て
い
る
。調
査
、検
討
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

●
総
務
部
長

　
広
報
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、通
信
機
器
へ

の
高
い
負
荷
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
環
境

整
備
も
見
据
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、課
題
と
な
る
免
責
事
項
、あ
る
い
は

番
組
の
つ
く
り
方
、著
作
権
の
問
題
、ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
ク
リ
ア
す
べ
き
こ
と
を

先
進
自
治
体
の
活
用
事
例
あ
る
い
は
実

態
な
ど
を
参
考
に
、ま
ず
は
調
査
研
究
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
企
画
部
長

　
そ
う
い
っ
た
時
代
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
十
分
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
動
画
映

像
の
活
用
に
つ
い
て
は
、今
後
、必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、通
信
制
御

機
器
の
負
荷
の
問
題
等
、送
受
信
に
使
用

す
る
通
信
回
線
の
割
り
当
て
な
ど
を
整

理
し
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
保
ち
な
が
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
の
一
部
を
変
更
す

る
こ
と
で
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
ユ
ー
ス
ト

リ
ー
ム
な
ど
の
動
画
サ
イ
ト
な
ど
が
利

用
で
き
る
環
境
の
構
築
に
向
け
て
、今
、

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

予
定
と
し
て
は
、本
年
度
中
に
は
見
直
し

を
行
い
、平
成
二
十
五
年
度
に
は
懸
念
さ

れ
る
問
題
も
含
め
て
試
験
的
に
そ
う

い
っ
た
方
法
が
で
き
る
の
か
、調
整
を
図

り
な
が
ら
、早
急
な
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
設
置

に
つ
い
て

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法（
平
成
十
八
年
十

二
月
二
十
日
）が
施
行
さ
れ
、オ
ス
ト
メ

イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
。全
国
に
お
い
て
は
オ
ス
ト
メ
イ

ト
の
方
が
十
七
万
人
お
り
、県
内
に
お
い

て
は
約
千
五
百
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。先
日
、市
内
の
公
共
施
設
に
ぜ
ひ
設

高
江
洲 

義
八 

議
員

阿
多
利 

修 

議
員

棚
原 

八
重
子 

議
員



沖縄市議会だより

10

置
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
二
人
の
オ

ス
ト
メ
イ
ト
の
方
が
相
談
に
来
ら
れ
た
。

市
内
に
お
い
て
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト

イ
レ
の
設
置
施
設
は
何
箇
所
あ
る
か
。ま

た
、設
置
施
設
を
市
民
が
知
ら
な
い
と
い

う
状
況
に
あ
る
。ど
の
よ
う
な
方
法
で
市

民
に
周
知
し
て
い
る
の
か
伺
う
。さ
ら

に
、設
置
さ
れ
て
い
る
が
ト
イ
レ
の
構
造

そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。例
え
ば
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
以
前
に

設
置
さ
れ
た
ト
イ
レ
で
、お
湯
を
使
う
蛇

口
が
な
か
っ
た
り
、お
湯
が
出
な
い
と
こ

ろ
が
結
構
あ
る
ら
し
い
。そ
の
改
善
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。ま
た
、市

役
所
や
市
民
会
館
な
ど
人
が
多
く
集
ま

る
公
共
施
設
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

●
健
康
福
祉
部
長

　
市
内
に
お
け
る
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
の
設
置
状
況
で
す
が
、公
共
施

設
、民
間
施
設
を
含
め
て
、現
在
二
十
一

カ
所（
公
共
施
設
九
カ
所
、民
間
施
設
十

二
カ
所
）に
設
置
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

現
在
、オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
が
市
内
に
は

百
十
一
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。毎
年
三

月
と
九
月
の
給
付
手
続
の
際
に
設
置
施

設
に
つ
い
て
御
案
内
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の

整
備
に
つ
い
て
は
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法

が
平
成
十
八
年
に
施
行
さ
れ
、義
務
化
さ

れ
ま
し
た
が
、そ
れ
以
前
に
設
置
さ
れ
た

施
設
に
つ
い
て
は
、義
務
で
は
な
く
、努

力
義
務
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、今
後
、

整
備
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。ま

た
、オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
設
置

に
つ
い
て
は
、沖
縄
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
、沖
縄
市
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
環
境
整
備
要
綱
が
あ
り
ま
す
が
、そ

の
基
準
に
基
づ
き
、今
後
、整
備
を
さ
れ

る
予
定
で
す
。基
準
で
は
二
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
建
物
に
つ
い
て
は
設
置
が

義
務
と
な
っ
て
お
り
、今
後
、特
に
設
置

さ
れ
て
い
な
い
公
共
施
設
等
に
つ
い
て

は
、調
査
を
し
、改
造
等
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い

て　
①
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
課
題
と

し
て
挙
が
っ
て
い
る
渋
滞
の
解
消
と
道

路
整
備
に
つ
い
て
、道
路
整
備
の
観
点
か

ら
、市
内
の
渋
滞
区
間
等
の
詳
細
と
解
消

に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。主
要
幹
線
道
路
の
整

備
と
し
て
、国
道
三
二
九
号
バ
イ
パ
ス

（
国
道
）、（
仮
称
）読
谷
具
志
川
線（
県

道
）、（
仮
称
）越
来
中
央
線（
市
道
）等
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、県
が
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
を
計
画
し
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
く
。企
業
誘
致
も
含
め
て
準

工
業
地
域
を
見
直
し
、取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
い
う
中
、こ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

は
非
常
に
有
用
性
が
高
い
と
思
う
が
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。②
東
部
白

地
地
域
の
整
備
に
つ
い
て
、マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
古
謝
、大
里
の
白
地
地
域
に
お

い
て
ス
プ
ロ
ー
ル
が
進
行
し
て
お
り
、早

期
の
計
画
的
な
土
地
利
用
と
基
盤
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
あ
る
。こ
こ
の
ま

ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。東
部
白
地
地
域
に
つ
い
て
は
、前

議
会
に
お
い
て
、「
十
分
な
計
画
が
な
い

ま
ま
開
発
が
進
ん
で
お
り
、道
路
整
備
等

不
十
分
な
箇
所
が
多
々
あ
る
」と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。喫
緊
の
課
題
と
し
て
道
路
を

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
と
思
う
。こ
の
地
域
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
ど
う
い
う
考
え
方
を
お
持
ち
か
。

●
建
設
部
長

　
①
平
成
二
十
二
年
度
の
道
路
交
通
セ

ン
サ
ス
に
お
い
て
、混
雑
度
が
一
以
上
の

地
点
が
国
道
三
二
九
号
沖
縄
北
イ
ン

タ
ー
付
近
、高
原
交
差
点
付
近
、国
道
三

三
〇
号
胡
屋
十
字
路
付
近
な
ど
計
十
一

カ
所
あ
り
、現
在
、渋
滞
対
策
と
し
て
防

災
な
ど
の
総
合
的
な
観
点
か
ら
市
全
体

の
補
助
幹
線
レ
ベ
ル
の
将
来
道
路
網
の

検
討
を
進
め
て
お
り
、平
成
四
十
二
年
度

を
目
標
年
次
と
し
て
整
備
の
優
先
順
位

を
つ
け
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。国
道
三
二
九
号
沖
縄
バ

イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、今
後
の
整
備
の
あ

り
方
の
再
度
検
討
が
必
要
と
し
て
国
の

取
り
組
み
が
停
止
し
て
い
る
状
況
で
す

が
、当
該
路
線
は
県
の
平
成
四
十
二
年
将

来
道
路
網
に
位
置
づ
け
ら
れ
、本
市
も
重

要
路
線
と
し
て
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
の
で
、引
き

続
き
事
業
化
に
向
け
て
国
に
要
請
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。仮
称
読
谷

具
志
川
線
は
、嘉
手
納
弾
薬
庫
を
通
過
す

る
と
い
う
課
題
が
あ
り
、県
の
将
来
道
路

網
か
ら
外
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、

東
西
を
結
ぶ
広
域
的
な
道
路
網
の
体
系

的
整
備
が
必
要
と
い
う
観
点
か
ら
、本
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
実
現
化
検
討
路

線
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、読
谷
村
、

嘉
手
納
町
と
も
連
携
し
な
が
ら
実
現
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、池
武
当
付
近
が
候
補
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
、県
で
可
能
性

に
つ
い
て
情
報
収
集
等
に
努
め
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
、本
市
と
し
ま
し
て
も
、

企
業
立
地
条
件
と
し
て
も
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る
本
地
区
へ
の
雇

用
機
会
の
拡
大
、企
業
誘
致
等
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
設

置
の
検
討
に
向
け
て
、県
の
動
向
に
注
視

し
つ
つ
、関
係
部
署
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。②
東
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
で
す
が
、現
在
、東
部
地
域
の
農
業

振
興
地
域
で
は
農
用
地
区
域
が
少
し
ず

つ
外
さ
れ
て
建
物
が
無
秩
序
に
建
築
さ

れ
て
お
り
、後
追
い
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。ま
ち
づ
く
り

は
地
域
や
地
権
者
の
合
意
形
成
が
重
要

で
す
の
で
、今
後
、関
係
部
署
と
も
連
携

し
な
が
ら
、自
治
会
、地
域
、権
利
者
の
意

見
、要
望
の
把
握
に
努
め
、地
域
に
適
し

た
用
途
の
検
討
な
ど
、ど
の
よ
う
な
対
応

が
可
能
か
、検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。次
に
、道
路
整
備
に
つ
い
て

小
渡 

良
太
郎
　
議
員
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は
、現
在
、進
め
て
い
る
将
来
道
路
網
の

検
討
の
中
で
、当
該
地
域
の
道
路
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、道
路
を
優
先
し
て
整
備
す
る

こ
と
で
一
層
無
秩
序
な
建
築
を
助
長
す

る
懸
念
も
あ
る
こ
と
か
ら
、用
途
地
域
の

指
定
な
ど
、適
正
な
土
地
利
用
規
制
と
あ

わ
せ
た
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。今
後
と
も
地
権
者
等
の
意

見
、要
望
の
把
握
に
努
め
、関
係
部
署
と

も
連
携
し
な
が
ら
、東
部
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
道
路
行
政
に
つ
い
て

　
高
原
交
差
点
の
危
険
性
、特
に
国
道
側

の
右
折
だ
ま
り
が
な
い
と
い
う
状
況
は
、

こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
指
摘
が
あ
っ
た
。

高
原（
交
差
点
）か
ら
ビ
ジ
ュ
ル
向
け
が

市
道
廃
止
と
な
り
、起
点
が
変
わ
り
、防

災
の
観
点
か
ら
す
る
と
横
軸
は
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
が
、東
部
地
域
の
主
要
交
差

点
で
あ
り
、縦
軸
と
な
る
高
原
交
差
点

は
、学
校
も
近
く
時
間
帯
等
に
よ
っ
て
は

か
な
り
混
雑
し
て
危
険
性
が
高
く
、当

然
、道
路
行
政
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。

今
回
、地
域
主
権
改
革
、一
括
法
に
伴
い
、

今
後
は
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
柔
軟

な
独
自
基
準
の
規
定
が
可
能
と
な
る
沖

縄
市
道
路
構
造
条
例
も
議
決
さ
れ
た
。こ

れ
を
機
に
、当
局
と
し
て
も
国
道
、県
道

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
、①
県
道
二
十
号

線
の
変
更
に
伴
い
、こ
れ
ま
で
市
道
の
廃

止
や
今
議
会
に
お
け
る
大
里
古
謝
線
の

市
道
路
線
の
認
定
な
ど
が
あ
っ
た
が
、こ

れ
に
伴
う
高
原
交
差
点
の
改
良
の
予
定

や
計
画
が
あ
る
か
。②
国
道
側
の
右
折
帯

が
、国
道
三
二
九
号
と
交
差
す
る
た
め
の

緊
急
を
要
す
る
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
思
う
が
、今
後
、本
市
の
取
り
組

み
と
し
て
、国
や
県
に
し
っ
か
り
と
申
し

入
れ
て
、改
善
に
向
け
て
取
り
組
む
姿
勢

が
あ
る
か
。

●
建
設
部
長

　
①
県
道
二
十
号
線
は
ゲ
ー
ト
通
り
か

ら
安
慶
田
バ
イ
パ
ス
ま
で
を
一
工
区
、安

慶
田
バ
イ
パ
ス
か
ら
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
か

ね
ひ
で
高
原
店
付
近
ま
で
を
二
工
区
、タ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
か
ね
ひ
で
高
原
店
付
近
か

ら
高
原
交
差
点
ま
で
を
三
工
区
と
三
工

区
に
分
け
て
整
備
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。高
原
交
差
点
を
含
む
三
工
区
に
つ
き

ま
し
て
は
、現
在
、県
が
事
業
認
可
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。②
国
道
三
二

九
号
に
右
折
帯
が
な
く
朝
夕
混
雑
し
て

い
る
こ
と
も
確
認
し
て
い
ま
す
。（
県
道

二
十
号
線
に
つ
い
て
は
、）県
が
住
民
説

明
会
も
行
い
、一
工
区
の
胡
屋
十
字
路
か

ら
工
事
が
始
ま
り
、二
工
区
に
つ
い
て
も

用
地
交
渉
、物
件
補
償
が
進
め
ら
れ
、三

工
区
も
県
が
事
業
認
可
に
向
け
鋭
意
努

力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、市
と

し
て
も
高
原
交
差
点
は
コ
ザ
十
字
路
に

続
き
改
良
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
早

目
に
整
備
で
き
る
よ
う
要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
南
植
物
楽
園
の
再
開
に
つ
い
て

　
本
市
の
観
光
施
設
の
大
き
な
目
玉

だ
っ
た
東
南
植
物
楽
園
が
休
園
し
て
二

カ
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、そ
の

再
開
に
向
け
て
行
政
は
ど
う
い
う
努
力

を
し
た
の
か
。本
市
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、雇
用
も
含
め
て
、観
光
を
経
済
の
柱

に
し
て
再
生
し
よ
う
と
い
う
県
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
市
の
政
策
が
リ
ン
ク
し
て
い

な
い
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。本
当
に
再

開
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。こ
れ
ま
で
、

双
方
に
裁
判
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
て

お
り
、結
審
も
近
く
、し
ば
ら
く
裁
判
の

成
り
行
き
を
見
守
っ
て
も
ら
い
た
い
と

連
絡
を
受
け
た
と
い
う
答
弁
も
あ
っ
た

が
、市
は
あ
と
何
年
か
か
る
か
わ
か
ら
な

い
裁
判
の
成
り
行
き
を
待
て
る
状
況
に

あ
る
の
か
。市
が
支
援
で
き
る
と
こ
ろ
は

や
っ
て
い
く
か
ら
再
開
し
て
く
れ
、沖
縄

市
の
観
光
の
目
玉
が
こ
の
ま
ま
で
は
困

る
と
市
長
が
当
事
者
に
会
っ
て
説
得
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。一
日
で
も
早
く
再

開
さ
せ
る
と
い
う
意
気
込
み
で
市
長
に

も
っ
と
積
極
的
に
動
い
て
も
ら
い
た
い

が
、い
か
が
か
。

●
市
　
長

　
休
園
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、市
に

と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で
あ
る
と
私
も

思
っ
て
い
ま
す
。裁
判
中
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
遠
慮
し
て
い
る
の
は
事
実
で
、裁

判
が
決
着
す
る
ま
で
は
簡
単
に
動
け
な

い
の
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
、議
員
の
お
話
も
承
っ
て
、で
き
る
だ

け
早
目
に
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
と
っ

て
、お
会
い
し
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、

私
の
ほ
う
か
ら
も
お
願
い
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
経
済
文
化
部
長

　
東
南
植
物
楽
園
側
、そ
れ
か
ら
争
っ
て

い
る
方
を
含
め
て
何
回
か
足
を
運
ん
で

進
捗
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。今
月
、

十
二
月
四
日
に
も
当
事
者
に
進
捗
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
が
、東
南
植
物
楽
園
側

か
ら
、近
い
う
ち
結
審
と
い
う
こ
と
で
、

し
ば
ら
く
、裁
判
の
成
り
行
き
を
見
守
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
連
絡
を
受
け

て
い
ま
す
。

宮
城 

浩 

議
員

浜
比
嘉 

勇 

議
員

沖縄市議会インターネットホームページでの
議会中継（録画配信）のご案内

　沖縄市議会では、沖縄市議会ホームページ上で
本会議のライブ中継と録画配信を行っています。
録画配信は、ライブ中継終了後10日程度でごら
んになれます。
　本市では、2月、6月、9月、12月に定例の議会が
開かれます。
※アドレスはP16に記載しております。
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■議会活動（10月～12月）

10　月

11　月

12日～14日
中部広域市町村圏事務組合議会議員「ベストもがみ
2012」もがみ大産業まつり(議長:山形県）

23日
米海兵による集団強姦致傷事件に関する抗議・要請行動
（議長：外務省沖縄事務所、在沖米国総領事館、在沖米海軍
艦隊活動司令部、沖縄防衛局）

31日
米兵による女性への暴行事件に関する抗議及びオスプレ
イ配備撤回を求める沖縄市民大会

19日 第151回沖縄県市議会議長会定期総会（議長：那覇市）

7～8日 全国市議会議長会第93回評議員会（議長：東京都）

14日 沖縄県中部市議会議員・事務局職員研修会（於：浦添市）

15日
嘉手納飛行場に関する三市町連絡協議会（三連協）「米兵に
よる住居侵入傷害事件に関する抗議行動」（議長：外務省
沖縄事務所）

28日 第152回沖縄県市議会議長会臨時総会（議長：宮古島市）

傍聴者数月 日
2
6
1

10
11
11

19
12
26

アクセス件数
23
26
530

■10・11月臨時会傍聴者数、イ
ンターネットライブ放送配信
延べアクセス件数

傍聴者数月 日
2
4
3
4
2
11
3
10
10
3

12 3
5
6
7
14
17
18
19
20
21

アクセス件数
299
488
640
519
493
874
725
691
889
805

■12月定例会傍聴者数、インタ
ーネットライブ放映配信延べ
アクセス件数

団体名 人数 調査事項月

■行政視察来市状況（10月～12月）

◆決算審査特別委員会◆

平成23年度沖縄市一般会計歳入歳出決算認定について

10
11

11

11
11
11

11

11

11

31
5

7

8
9
13

15

19

20

埼玉県所沢市議会
福岡県宮若市議会

青森県十和田市議会

香川県さぬき市議会
鳥取県鳥取市議会
熊本県熊本市議会

宮城県富谷町議会

栃木県佐野市議会
佐賀県武雄市議会

10
6

8

8
1
10

8

7
7

電子決裁について
情報推進について
一区一品活動支援事業について
中心市街地活性化支援事業について
観光資源の有効活用施策について
沖縄市福祉文化プラザについて
沖縄市福祉文化プラザについて
中心市街地の活性化について
音楽のまちの推進について
中心市街地活性化基本計画について
議会運営と議会改革の取り組みについて
市民に開かれた議会への取り組みについて

　平成23年度沖縄市一般会計歳入歳出決算について、9月定例会で10名の委員で構成される決算審査特別委員会
が設置され慎重に審査が行われました。委員会の審査経過及び結果について12月定例会本会議において瑞慶山
良一郎委員長より報告がなされ、平成23年度沖縄市一般会計歳入歳出決算は否決されました。 

日
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◆行政視察◆

◆総務委員会（視察地：兵庫県神戸市、姫路市）
●調査事項
　・阪神･淡路大震災記念 人と
防災未来センターについて

　  （神戸市）
　・ひめじ防災プラザについて 
　  （姫路市）

被災体験者から説明を受ける委員（神戸市） 建物地下の免震装置の説明を受ける委
員（姫路市）

◆市民経済委員会（視察地：山口県下関市、萩市）
●調査事項
　・道の駅　北浦街道　豊北に
ついて（下関市）

　・「道の駅　萩しーまーと」に
ついて（萩市）

市民経済委員長あいさつ
「道の駅　北浦街道豊北（下関市）」

説明を受ける委員「道の駅萩しーまーと
（萩市）」

◆議会運営委員会（視察地：東京都立川市、千葉県柏市、埼玉県鶴ヶ島市）
●調査事項
　議会活性化について
　・立川市議会
　・柏市議会
　・鶴ヶ島市議会

立川市議会で説明を受ける委員 柏市議会の議場設備の説明を受ける委員

◆基地に関する調査特別委員会（視察地：神奈川県横須賀市、大和市）
●調査事項
　・横須賀海軍施設について
（横須賀市）

　・厚木海軍飛行場について
（大和市）

横須賀海軍施設内で説明を受ける委員 基地特別委員長あいさつ（大和市役所）

議員運営委員長のあいさつ（鶴ヶ島市） 鶴ヶ島市議会の議場見学の様子
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米海軍兵による集団強姦致傷事件に関する抗議決議

　去る10月16日、本島中部において、米テキサス州フォートワース海軍航空基地所属の米海軍兵2人が帰宅途中の成人女性に暴行を加え、けがを負わ
せたとして逮捕されるという極めて悪質な事件が発生し、県民に強い衝撃と大きな不安を与えた。
　在日米海軍によると、両容疑者は補給業務を支援する通常業務のため14日から米軍嘉手納基地で従事し、16日にはグァムに移動予定だったとのこと
であり、短期間の滞在中に帰宅途中の女性に性的暴行を加えてけがを負わせるという非人道的で女性の人権を蹂躙する米兵の蛮行に激しい憤りを覚
え断じて許すことはできない。
　本県では、これまでもこのような米兵による事件は幾度となく発生しており、今年8月にも米兵による強制わいせつ致傷事件が発生し、県内各地で怒り
の声が上がったばかりである。
　この間の度重なる抗議・要請に対し、米軍の事件・事故に対する綱紀粛正などの取り組みの実効性は全く見えず、戦後67年が経過した今日において
も米軍人等による様 な々事件・事故が続発する状況は、本県がいまだに米軍の占領意識丸出しの無法地帯といっても過言ではなく、また、オスプレイの
強行配備を進める日米両政府に県民の反発が強まる中での今回の事件に、市民、県民の怒りと不信感は頂点に達している。
　よって、沖縄市議会は市民の生命、財産、人権を守る立場から、米海軍兵による集団強姦致傷事件に関し、厳重に抗議するとともに、下記事項につい
て強く要求する。

記
１．被害者への謝罪及び完全な補償をすること。
２．米軍人・軍属等の人権教育を徹底し、綱紀粛正を図るとともに、事件の再発防止の抜本的な解決策を公表すること。
３．日米両政府は理不尽な日米地位協定を見直し、抜本的に改めること。

以上、決議する。
平成24年10月19日
沖 縄 市 議 会

あて先（抗議決議） 
　駐日米国大使　　在日米軍司令官　　在日米軍沖縄地域調整官　　在日米海軍司令官　在沖米海軍艦隊活動司令官　在沖米国総領事
あて先（意見書） 
　内閣総理大臣　　外務大臣　　防衛大臣　　沖縄及び北方対策担当大臣　　外務省沖縄担当大使　沖縄防衛局長 

米兵による住居侵入傷害事件に関する抗議決議

　去る11月2日未明、本島中部において、米軍嘉手納基地所属の空軍兵が酒に酔って飲食店で暴れた後民家に侵入し、この部屋に住む男子
中学生を殴り、顔にけがを負わせ、器物損壊するという事件が発生し、県民に強い衝撃を与えた。
　今回の事件は、在日米軍が去る10月に起きた米兵による集団強姦致傷事件を受け、夜間の外出禁止令を発令した直後の外出禁止に当たる
時間帯に発生しており、米軍の綱紀粛正の取り組みや再発防止策が何ら実効性を持たないことを示すとともに繰り返される事件の背景には、
戦後67年を経た今日においても占領意識丸出しの米軍の実態があると言わざるを得ず、市民、県民の怒りは頂点に達し、県内各地で続 と々上
がる抗議の声は大きなうねりとなりつつある。
　さらに、沖縄の人々の人権を無視するかのように繰り返し起こる事件に米軍への不信感が募る中、「起訴前の身柄引き渡しを要請する必要
はないとは考えている」との全く県民の心情を理解していない官房長官発言は、米国追従の日本政府の姿勢をあらわしており、市民、県民は怒
りを通り越し失望感さえ感じている。
　本市では、去る10月31日に「米兵による女性への暴行事件に関する抗議及びオスプレイの配備撤回を求める」市民大会を開催し、市民が抗
議の拳を振り上げ怒りをあらわにしたばかりであり、何の落ち度もない女性や中学生が被害者になるという理不尽な事態は断じて許すことは
できない。
　よって、沖縄市議会は市民の生命、財産、人権を守る立場から、米兵による住居侵入傷害・器物損壊事件に関し、厳重に抗議するとともに、
下記事項について強く要求する。

記
１．被害者への速やかな謝罪及び完全な補償をすること。
２．米軍人・軍属等の人権教育を徹底し、事件の再発防止の実効性のある解決策を講じ、公表すること。
３．日米両政府は理不尽な日米地位協定を見直し、抜本的に改めること。

以上、決議する。
平成24年11月12日
沖 縄 市 議 会

あて先（抗議決議）
　駐日米国大使　在日米軍司令官　在日米軍沖縄地域調査官　在沖米軍嘉手納基地司令官
　在沖米国総領事
あて先（意見書）
　内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　沖縄及び北方対策担当大臣
　外務省沖縄担当大使　沖縄防衛局長　沖縄県知事　沖縄県警本部長

10、11月臨時会、12月定例会で可決された意見書及び決議

◆米海軍兵による集団強姦致傷事件に関する意見書 
◆米海軍兵による集団強姦致傷事件に関する抗議決議 
◆東部海浜開発事業の早期完成に関する意見書 

◆米兵による住居侵入傷害事件に関する意見書 
◆米兵による住居侵入傷害事件に関する抗議決議 

※意見書、決議については、文面はほぼ同じであるため(あて先の違い)、決議文を掲載しています。 
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東部海浜開発事業の早期完成に関する意見書

　沖縄市は、戦後基地の街として急速に発展したコザ市と中城湾を臨む豊かな美里村が合併し誕生した。
　沖縄市には現在、約40カ国余の外国人が住み、伝統文化と異文化が融合しながら国際色豊かな独特の文化を醸
し出し、沖縄の戦後の文化等をリードすると同時に「国際文化観光都市」を宣言し、まちづくりを進めてきた。
　その中で、東部海浜開発事業はこれまで培ってきた地域資源を活かし、海に開かれたまちづくりとして、「スポー
ツ」「健康」「交流」をコンセプトにスポーツコンベンション拠点の形成を図り、県民や市民、観光客が交流・健康づ
くりが行える空間を創出するものである。
　当該事業は「国際文化観光都市」実現の一翼を担うものとして、多くの市民がその土地利用の一日も早い実現に
夢を抱き、期待している事業である。
　その一方で、沖縄市の完全失業率は14.5%と依然高い状況であり、若者の雇用機会の確保、基地経済からの脱
却、中心市街地の活性化など、本市は多くの課題を抱えている。
　これらの課題解決を図り、中部圏域の中核都市として進展していくためには市民総意のもと東部海浜開発事業を
強力に推進していくことが最も重要であり、このことは合併当時から中城湾港の開発が望まれていたことからも明ら
かである。
　よって、長年にわたり多くの市議会議員、歴代市長が推進してきた東部海浜開発事業の早期完成を強く要請する
ものである。

　以上　地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
平成24年12月21日
沖 縄 市 議 会

あて先
　内閣総理大臣　内閣府沖縄担当大臣　国土交通大臣　衆議院議長　参議院議長
　沖縄県知事　沖縄県議会議長　沖縄総合事務局長

提出者
市　長
選　挙
議　員
〃

番　号
議案第155号
選 挙 第 9 号
意見書第16号
決 議 第 1 2 号

件　名
監査委員の選任につき同意を求めることについて
倉浜衛生施設組合議会議員の補欠選挙
米海軍兵による集団強姦致傷事件に関する意見書
米海軍兵による集団強姦致傷事件に関する抗議決議

議決月日
10月19日
〃
〃
〃

結　果
同 　 意
指名推選
原案可決
〃

提出者
市　長
〃
〃
〃

番　号
議案第156号
議案第157号
議案第158号
報告第10 8号

件　名
専決処分の承認を求めることについて
沖縄市野球場建設工事（建築工事・3工区）の請負契約について
沖縄市野球場建設工事（電気設備工事・2工区）の請負契約について
専決処分の報告について

議決月日
11月26日
〃
〃
〃

結　果
承 認
原案可決
〃

報 告

提出者
議　員
〃

番　号
意見書第17号
決 議 第 1 3 号

件　名
米兵による住居侵入傷害事件に関する意見書
米兵による住居侵入傷害事件に関する抗議決議

議決月日
11月12日
〃

結　果
原案可決
〃

 平成24年度　10月第357回臨時会　審議結果一覧

 平成24年度　11月第359回臨時会　審議結果一覧

 平成24年度　11月第358回臨時会　審議結果一覧

※意見書、決議については、文面はほぼ同じであるため(あて先の違い)、決議文を掲載しています。 



提出者 番　号 件　　　　名 議決月日 結　果

市　長

〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監査委員
議　長
議　員

議案第161号

議案第162号

議案第163号

議案第164号
議案第165号
議案第166号
議案第167号
議案第168号
議案第169号
議案第170号
議案第171号
議案第172号
議案第173号
議案第174号
議案第175号
議案第176号
議案第177号
議案第178号
議案第179号
議案第180号
議案第181号
議案第182号
議案第183号
議案第184号
議案第185号
議案第186号
議案第187号
議案第188号
認定第17号
認定第18号
認定第19号
認定第20号
認定第21号
認定第22号
認定第23号
報告第109号
報告第110号
報告第111号
報告第112～115号
報告第116号
意見書第18号

沖縄市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービ
ス事業者の指定に関する基準を定める条例
沖縄市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
沖縄市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
沖縄市道路構造条例
沖縄市道路標識の寸法に関する条例
沖縄市水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例
沖縄市立学校設置条例の一部を改正する条例
沖縄市企業立地促進条例の一部を改正する条例
沖縄市営住宅条例の一部を改正する条例
沖縄市下水道条例の一部を改正する条例
市道路線の認定について
あらたに生じた土地の確認について
町の区域の変更について
沖縄市立学校給食センター第3調理場改築工事（建築工事）の請負契約について
沖縄市立学校給食センター第3調理場改築工事（電気設備工事）の請負契約について
沖縄市立学校給食センター第3調理場改築工事（機械設備工事）の請負契約について
安慶田市営住宅建替事業（第1期）1工区（建築工事）の請負契約について
安慶田市営住宅建替事業（第1期）2工区（建築工事）の請負契約について
沖縄市立高原小学校屋内運動場新増改築工事（建築工事）の請負契約変更について
平成24年度沖縄市一般会計補正予算（第4号）
平成24年度沖縄市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）
平成24年度沖縄市下水道事業特別会計補正予算（第3号）
平成24年度沖縄市水道事業会計補正予算（第1号）
財産の購入について
沖縄県消防通信指令施設運営協議会の退会について
沖縄市野球場建設工事(電気設備工事・3工区)の請負契約について
沖縄市野球場建設工事(土木工事・1工区)の請負契約について
沖縄市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
平成23年度沖縄市一般会計歳入歳出決算認定について
平成23年度沖縄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成23年度沖縄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成23年度沖縄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成23年度沖縄市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成23年度沖縄市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成23年度沖縄市水道事業会計決算認定について
専決処分の報告について
専決処分の報告について
専決処分の報告について
例月出納検査報告
諸般の報告
東部海浜開発事業の早期完成に関する意見書

12月14日

〃

〃

〃
〃
〃

12月5日
〃

12月6日
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

12月7日
〃
〃
〃

12月14日
〃

12月21日
〃
〃

12月14日
〃
〃
〃
〃
〃
〃

12月5日
〃
〃

12月21日
〃
〃

原案可決

〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

同　　意
原案可決
〃
〃

否　　決
認　　定
〃
〃

否　　決
認　　定
〃

報　　告
〃
〃
〃
〃

原案可決
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沖縄市議会は、HP上で下記のアドレスで本会議の議会中継、録画配信のほか会議録の公開を行っております。

（平成4年3月第166回定例会から掲載しています。）

平成24年度12月第360回定例会　審議結果一覧

■沖 縄 市 議 会 H P　http ://www.c ity .ok inawa.ok inawa. jp/s ite/v iew/cateview.jsp?cate id=140
■議会中継と録画配信　http://www.gika i -tv . jp/dvl -ok inawa/2.html
■会議録検索システム　http://www02.bbc.c ity .ok inawa.ok inawa. jp/ka ig iroku/


